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令和4年度～令和8年度

誰もが安心して暮らせる、ともに助け合い
支え合うまちづくりを目指して

令和4年4月
社会福祉法人座間市社会福祉協議会
〒252-0021　座間市緑ケ丘一丁目2番1号
Tel  046－266－1294　　Fax 046－266－2009
Eメール  plan4@zamashakyo.jp　
ホームページ　https://www.zamashakyo.jp/

こちらのQRコードからも
ご意見等をお送りいただけます

①担い手づくり

②居場所づくり

③安心・安全な地域づくり

市社協の取り組み

・アンケート等で、担い手の実情を調査

・SNS等を活用し幅広い世代への情報発信

・福祉講座の開催や福祉教育への取り組み

・活動を続けるための支援

市社協の取り組み

・居場所の現状の調査

・SNS等を活用し幅広い世代への情報発信

・誰でも参加できる講座の開催やオンラインで

  福祉を知ってもらう取り組みの実施

・企業や法人と協力し一緒に活動

市社協の取り組み

・アンケート等で地域のつながりの現状を調査

・相談窓口などに関する情報発信

・住民が共通して取り組める講座の実施

・地域の人が身近に集まることのできるイベントの

  企画

・他業種と協力してイベントの企画

地域のみなさんが
出来ること
たとえば…

地域のみなさんが
出来ること
たとえば…

知っている
居場所の情報を
発信してみましょう

公共施設や地域の
掲示板、SNS等で

情報収集してみましょう

地域の行事や
イベントに

参加してみましょう

地域のみなさんが
出来ること
たとえば…

日頃から挨拶や声を
かけ合ってみましょう

地域の行事やイベントに
近所で誘い合って
参加してみましょう

防犯・防災訓練や
講座などに

参加してみましょう

地域にある
掲示板を見て
みましょう

地域に
どんな活動があるか
知ってみましょう

地域の
ボランティア活動に
気軽に参加しましょう

さまざまな立場の人が自分に合った形で活動に携われるように、気軽に
参加できる仕組みづくりを推進します。

誰もが気軽に参加できる居場所が増えること、本人にとっての
居場所が継続する地域を目指します。

困った人が声を上げられなくても、地域のつながりによって、
誰もが適切な支援につながる、安心して暮らせる地域を目指します。



計画の基本理念

基本方針

重点項目

誰もが安心して暮らせる、ともに助け合い支え合うまちづくりを目指して

誰もが孤立せずにつながりがある座間【つながり】　

　第４次座間市地域福祉活動計画では、上記基本理念の実現を目指します。市社協は地域のみ
なさんや地域の各種団体・市内の企業などと、それぞれの立場で基本理念に近づくよう、協力
して取り組みを進めます。

　5年後の座間市にどのような場所が必要かというアンケート調査では、「世代間交流ができる」
「誰かと交流ができる」「誰かと一緒に食事ができる」など、人とのつながりを求める回答が上
位に入りました。新型コロナウイルス感染症の影響はありながらも、人とのつながりを求める
ことが結果としてあがっています。
　つながるために
①担い手づくり・・・・・・・・担い手の発掘と支援。きっかけづくり。
②居場所づくり・・・・・・・・誰でも気軽に立ち寄れる場所づくり。
③安心・安全な地域づくり・・・安心を感じられる地域づくり。顔の見える関係づくり。

　令和４年度から第４次座間市地域福祉活動計画を実施しますが、毎年度、計画の進捗状況の
確認と評価を行うとともに、社会情勢の変化等必要に応じて計画の見直しを行います。

座間市社会福祉協議会（以下、市社協）の谷戸山さんこんにちは☀

こんにちは、芹沢さん☀今から子ども食堂の準備ですか？

はい！最近はいろいろな世代の利用者さんも増えて、
まちぐるみの食堂になった感じがします。

まさに、【誰もが孤立せずにつながりがある座間】ですね！

【誰もが孤立せずにつながりがある座間】？？

地域福祉活動計画ってなんですか？

計画をつくるため、どんなことをしたのですか？

私たちに何かできることはありますか？

はい。「地域福祉活動計画」の基本方針なんです。

誰もが安心して暮らせる、ともに助け合い支え合うまちづくりを
実現するために、みなさんと協力して取り組む行動計画です。

座間市に関するアンケート調査をして、その結果をもとに日頃
から地域活動や教育等に関わっている方から、さらに具体的な
ご意見を聞きました。

市社協は地域活動の相談や、支援を行います！そのための情報
発信に力をいれるので、ぜひ市社協や市からの情報発信にも注
目してください。
みなさんには、ご近所や周りの人に関心をもち、声
を掛け合う関係づくりを心がけていただけたらと
思います。詳しくは第 4次座間市地域福祉活動計画
冊子版をご覧ください。

地域には、さまざまな困りごとがありますよね。それを解決する
ために、一緒に考え実行しましょう！という計画です。

『第 4次地域福祉活動計画』は、これまで以上にわかりやすく、身
近な計画を目指しました。

◆とある日の出来事◆

【つながり】

誰もが孤立せずに
つながりがある座間

重点項目達成のために市社協は次の4点に力を入れていきます。

①現状分析 ②情報発信 ③福祉教育 ④活動支援

誰もが担い手になれるまち・座間

担い手づくり

お互いの顔が見えるまち・座間

安心・安全な地域づくり
誰もが気軽に交流できるまち・座間

居場所づくり

体系図
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